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１．はじめに 

近年，東南アジアの各地で都市洪水が頻発し，被害

が増大している．これらの都市では，一度洪水が発生

すると広範囲に冠水し，多くの道路区間で旅行速度

が低下することで，交通が大きな影響を受ける．この

問題に対応するためには，冠水によってどの程度旅

行速度が低下するか把握する必要があるが，これま

で十分には分析されていない． 

そこで本研究では，タイ・ウボンラチャタニ市を対

象として，洪水発生時における旅行速度の低下量と

浸水深の関係性を把握することを目的とする．具体

的には，プローブデータから定常時と洪水発生時の

旅行速度を算出した上で浸水深と組み合わせること

で，定常時の旅行速度を基準とした浸水深別の旅行

速度の低下量を示す関数を推定する． 

２．既存研究の整理 

Pregnolato ら 1) は，英国・ニューキャッスルを対象

として，洪水発生時の浸水深と旅行速度の低下量の

関係性を既存研究およびビデオデータから解析し，

分析している．Hilly ら 2) は，タイ・バンコクのスク

ンビット地区を対象として，住民やタクシードライ

バー等を対象に洪水発生時の浸水深や期間，頻度等

を調査し，浸水深と旅行速度の関係性を示している．

しかし，これらの研究ではプローブデータを用いて

旅行速度を算出し，都市全体の浸水深を推定した上

で洪水の発生が旅行速度に及ぼす影響について分析

されていない． 

３．分析方法 

（１）対象都市 

本研究では，タイ・ウボンラチャタニ市を対象都市

として選定した（図－１）．同都市では，都市の中心

部にムン川流れているため，雨季には，毎年のように

長期にわたる洪水が発生し，特に河川周辺の道路区

間が冠水することで速度の低下や寸断が生じるため，

都市のモビリティが著しく低下している． 

（２）旅行速度の低下量と浸水深の関係の分析方法 

洪水発生時の各浸水深の旅行速度の低下量を算出

するためには，旅行速度データと浸水深データが必

要となる．定常時と洪水発生時における旅行速度の

算出にあたっては The Intelligent Traffic Information 

Center Foundation (iTIC) が公開しているプローブデ

ータ 3) のうち 2019 年のデータを利用した．このデ

ータを用いて，対象都市における主要道路区間（主

に，国道 231 号，国道 23 号および国道 24 号）の旅

行速度を算出した．なお，一部の道路区間について

は，冠水を避けるために嵩上げされており，浸水深毎

の速度の低下量の把握に影響を及ぼす可能性がある

ため，関数の推定時には除外した．また，浸水深デー

タの作成にあたっては，過去に同都市を対象に実施

したアンケート調査の結果に基づいて浸水深を推定

した．これらのデータを利用し，各区間における旅行

速度の低下量を算出しすることで，関数を推定した． 

 
図－１ 対象都市の浸水範囲 4) と 

分析の対象とする道路区間 
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４．分析結果 

初めに，プローブデータを用いて推定した定常時

と洪水発生時の旅行速度の比較結果と各道路区間の

番号を図－２に示した．結果として，多くの区間で旅

行速度が低下し，特に冠水による影響が大きい区間

5，9，13，24 の旅行速度の低下量は平均で約 17.6km/h

であり，洪水の発生が交通状態に大きく影響を及ぼ

していることを示した．この中でも特に，区間 9 で

は約 41.3km/h の低下が発生していた．この区間では

過去に大きな洪水が発生した後に道路が嵩上げされ

ているが，西側で河川が湾曲していることや大型シ

ョッピングモールと道路が接しているため，洪水に

よる影響が大きいと考えられる．一方で，区間 5 で

は，約 14.3km/h の低下が発生している．この区間で

は，区間 9 と同様に道路の嵩上げが実施されている

ため，洪水による影響が軽減されていると考えられ

る．ただし，一部の道路区間では旅行速度が 8.3km/h

や 17.1km/h 程度上昇した．この理由として，洪水発

生時のサンプルが少ないことや洪水の発生によって

これらの道路区間を走行する車両の台数が減少した

ことで定常時よりも走行しやすくなり，旅行速度が

上昇したと推察される． 

次に，嵩上げされた区間を除く道路区間の旅行速

度と浸水深データを組み合わせることで定常時の旅

行速度を基準とした浸水深別に旅行速度の低下量を

示す関数を推定した（図－３）．なお，関数を推定す

る際には，既存研究を参考に浸水深が 0.4m の場合に

走行不可になると仮定した．推定した関数から定常

時の旅行速度と各浸水深での旅行速度を比較した場

合には，浸水深が 0.1m の場合には平均で 66.2%，0.2m

の場合には 88.4%，0.3m の場合には 96.0%旅行速度

が低下することを示し，浸水深が浅い場合であって

も交通状態に大きく影響を及ぼすことを明らかにし

た． 

５．おわりに 

 本研究では，ウボンラチャタニ市を対象としてプ

ローブデータを用いて定常時と洪水発生時の旅行速

度を算出した上で定常時の旅行速度を基準とした浸

水深別の旅行速度の低下量を示す関数を推定した．

結果として，定常時の旅行速度が速いほど冠水によ

って旅行速度の低下率が大きくなることや浸水深が

浅い場合であっても旅行速度を大きく低下させるこ

とを明らかにした． 

今後の課題として，他都市でも同様の分析を行い，

今回推定した関数と比較することで他都市において

も推定した関数を適用することができるか検討する

必要がある． 

 
図－２ 浸水深と各道路区間での旅行速度の比較 

 
図－３ 旅行速度と浸水深の関係 
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